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	製品名: GLI1マウスモノクローナル抗体
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、ジンクフィンガータンパク質のKruppelファミリーのメンバーをコードしています。コードされている転写因子は、ソニックヘッジホッグシグナル伝達カスケードによって活性化され、幹細胞の増殖を制御します。このタンパク質の活性と核局在は、p53の阻害ループによって負に制御されています。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする複数の転写バリアントが見つかっています。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線: コントロール抗原 (100 ng); 紫線: 抗原 (10 ng); 青線: 抗原 (50 ng); 赤線: 抗原 (100 ng);
	

	GLI1マウスmAb（緑）を用いたHela細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識されたアクチンフィラメント。
	

	GLI1 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した HepG2 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	GLI1 マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト卵巣癌組織の免疫組織化学分析。
	

	GLI1 マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト食道癌組織の免疫組織化学分析。

